
　

公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
積
極
的
に

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
浄

化
槽
の
廃
止
や
、
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
し
た

方
に
交
付
す
る
「
普
及
促
進
助
成

金
制
度
」
を
拡
充
（
新
築
は
除
く
）

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
下

水
道
の
接
続
工
事
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
助
成
金
が
最
大
35
万
円

（
①
+
③
+
④
の
場
合
）
に
増
額

さ
れ
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

平
成
23
年
度
に
供
用
開
始
し
て

い
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

今
年
度
が
助
成
金
交
付
対
象
の
最

終
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
助
成

制
度
を
活
用
の
う
え
、
下
水
道
へ

の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課

（
☎
22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
25
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈫　

午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
会
議
室

申
込
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

・
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

・
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

・
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
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徳
島
市
か

ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番　

㈶
徳
島

県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８

８

－

６
２
５

－

３
９
９
１
）
へ９月10日は

「下水道の日」

凡　　　　　　　例

平成23年４月１日　供用開始

平成24年４月１日　供用開始

平成24年７月１日／12月１日／12月10日

平成25年４月１日　供用開始

平成25年８月１日　供用開始

公共下水道事業区域

阿南市公共下水道　打樋川処理区
第１期計画区域（富岡地区）　80.8ha

平成25年８月１日　供用開始

工
事
は
、
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
下
水

道
課
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

助
成
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

連
載
㉔

〜
下
水
道
〜

■普及促進助成金制度
区　　　　　　分 助　成　金

① 供用開始日からの期間
１年以内→20万円
２年以内→15万円
３年以内→10万円

② くみ取り便所 ３年以内→５万円
③ 敷地の状況 ３年以内→５万円

④ 浄化槽の廃止（複数の
浄化槽は１基分のみ）

単独浄化槽 ３年以内→５万円
合併浄化槽 ３年以内→10万円

※工事費用が①②③の合計額に満たない場合は、その額を
　助成金額（千円未満切捨て）とします。

■平成24年度　富岡町の下水道接続状況（累計）
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Ｈ24供用開始
Ｈ23供用開始H24年度の接続率は

約 53％でした。

阿南市役所

富岡西高校

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅

モ
ン
ゴ
ル
野
球
交
流
体
験
記

阿
南
市
野
球
指
導
者　

大
和 

利
弥 

さ
ん　
（
領
家
町
）

　

草
の
根
の
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

岩
浅
市
長
を
団
長
に
21
人
の
訪
問
団
で
関

西
国
際
空
港
か
ら
北
京
経
由
で
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
の
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
に

向
か
っ
た
。
機
内
か
ら
見
下
ろ
す
大
地
は
、

広
漠
た
る
ゴ
ビ
砂
漠
と
大
海
の
よ
う
な
草

原
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
大
陸

の
広
さ
を
実
感
し
な
が
ら
モ
ン
ゴ
ル
で
の

交
流
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
心
の
中
で

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
空
港
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
野
球
連
盟
の
理
事
長
さ
ん
と
通

訳
の
ツ
ォ
ロ
モ
ン
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
の
姿
形
は
日
本
人
と
よ
く
似

て
い
て
、
と
て
も
親
近
感
を
感
じ
た
。
空

港
か
ら
市
街
地
ま
で
の
道
で
は
、
広
々
と

し
た
草
原
と
牛
や
羊
、
馬
の
放
牧
も
見
ら

れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
建
設
中
の
建
物
や
道

路
の
舗
装
整
備
が
目
立
っ
て
い
て
、
ま
さ

に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
中
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
街
の
様
子
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
た
。

　

朝
の
気
温
は
15
度
前
後
で
、
そ
の
日
も

す
が
す
が
し
い
気
候
だ
っ
た
。
バ
ス
で
国

立
野
球
場
に
向
か
う
と
、
約
１
０
０
人
の

モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
整
列
を
し
、

横
断
幕
を
広
げ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
野

球
教
室
は
、
元
気
の
い
い
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
操
の
時
も
覇
気
の

あ
る
掛
け
声
で
あ
っ
た
。
少
年
選
手
た
ち

は
大
学
生
や
上
級
生
の
指
示
に
従
い
、
規

範
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
練
習
に
参
加

し
て
い
た
。
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か

ら
、
グ
ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
つ
と
モ
ン

ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
は
さ
ら
に
や
る
気
が

高
ま
っ
て
い
た
。
投
げ
方
や
捕
球
の
仕
方

等
、
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
と
て
も
意

欲
的
に
反
応
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
㈱
ア

ス
リ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
元
阪
急
ブ
レ
ー

ブ
ス
の
大
熊
さ
ん
と
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
西
崎
さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ

て
野
球
教
室
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
練
習
の
間
に
横
綱
白
鵬
関
も

駆
け
付
け
て
「
野
球
を
通
し
て
心
と
体
を

鍛
え
、
こ
の
中
か
ら
１
人
で
も
日
本
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
、
力
強
い
エ
ー
ル
を
モ

ン
ゴ
ル
の
少
年
た
ち
に
送
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

交
流
関
係
者
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
冬
の
寒
さ

の
厳
し
い
こ
と
、
映
画
に
出
演
し
た
オ
ト

ゴ
さ
ん
は
も
っ
と
交
流
を
深
め
た
い
な
ど

…
。
ま
た
、
次
の
日
の
大
使
館
訪
問
で
は
、

清
水
大
使
か
ら
「
今
ま
で
数
々
の
支
援
を

し
て
き
た
が
、
見
返
り
の
な
い
支
援
は
し

て
は
い
け
な
い
。
最
後
の
仕
事
に
医
科
大

学
の
設
立
を
考
え
て
い
る
。」
と
い
う
夢

の
あ
る
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
交
流
に
参

加
し
た
意
義
を
感
じ
た
。

　
「
風
が
吹
き
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
が
笑

っ
て
い
る
」。
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
の
詩

で
あ
る
。
い
か
に
も
の
ど
か
で
お
お
ら
か

な
気
分
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
未
来
の
希
望
に
満
ち
た
国
モ
ン
ゴ
ル

に
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
持
っ
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。

⑻
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